
【資料２-２】 

北海道ブルーカーボン推進事業費 
 

【目 的】 

 ブルーカーボンの取組を推進するため、CO2 吸収量の算定等を行い、カーボンクレジ

ットの取得を促すとともに、認知度向上に向けた普及啓発を行う。 

 

【現 状】 

〇道はこれまでも国の事業を活用し、藻場の造成や漁業者等が取り組む保全活動への支援

等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

〇国内におけるブルーカーボンに関する動き 

 国内の状況 

吸収量 
ブルーカーボンによる CO2 吸収量については、国の研究機関等が藻場タ

イプ別の吸収係数評価モデルの開発と国内における吸収量の評価等を推進 

クレジット 
ブルーカーボンのクレジットは、国土交通省が認可した団体（JBE）が、

「J ブルークレジット」として試行的に運用 

※JBE(ジャパンブルーエコノミー技術研究組合)：J ブルークレジットの認証、発行、売買等を実施 

 

【事業内容】 

海藻等による CO2 吸収量の算定を行い、クレジットを活用した保全活動等の実証や普

及啓発を行う。 

区 分 内 容 

クレジット

取得促進 

○クレジット取得に係るガイドラインの作成【委託】 

・雑海藻駆除や海藻養殖によるモデル事業の実施 

普及啓発 ○ブルーカーボンの認知度向上に係る情報発信 

 

【予算額】 

予算額（千円） 国 道 その他 開始年度 担当課・係 

R５年度 

（委託費等） 
10,732 ０ 10,732 ０ R５年度 

水産振興課 

成長産業化戦略係 

【特定財源】基金繰入金(温暖化防止対策基金、ふるさと寄附)  


